
【様式１】 

令和 5年度   児童生徒と向き合う時間の確保とワーク・ライフ・バランスの実現に向けて 
 

                                                                      【夢が丘中学校】 

取  組  目  標 
目標達成に向けた具体的な

取組 
10月末までの取組状況 成   果 課   題 

１ 
勤務時間の適正化を

推進 

・『定時退勤日』『ノー部活デー』

の完全実施 

・会議のペーパレス化 

・学校行事の精選 

・ICT、校務支援システムを活

用した業務の効率化 

・GPH１００、いきいき運動

部活動等を活用した取組の

推進 

・教職員自身のタイムマネジメ

ントの確立を推進 

・定時退勤日を意識したタイム

マネジメントの達成しよう

と、職員の意識が高まってい

る。 

・ノー部活デー（平日及び休業

日に 1 日）を守る意識が高

く、ほぼ定着している。 

・２学期は出張が多く、休日実

施する新人戦の大会の振替

休日が取りにくいという課

題がある。 

・校務支援システムの継続的な

活用により、ペーパレス化が

定着しつつある。 

・定時退勤日以外でも、タイム

マネジメントを意識して、早く

帰る職員が増えている。 

・ノー部活デー以外に、天候状

況等により、ノー部活の日をさ

らに設けて、健全な部活の運営

に努めている。 

・校務支援システムに加え、タ

ブレットを活用して、職員間の

情報共有を円滑に行えるよう

に研修を実施した。 

・定時退勤日の設定ととも

に、さらなる業務改善に

より、定時退勤への意識

を高めていく。 

・校務分掌間の連携等によ

り、仕事の効率化を図る

ことが必要である。 

 

２ 健康・福祉の確保 

・計画的な年次休暇の取得 

を推進 

・各種休暇制度等の周知 

・家事・育児への参画等がしや

すい勤務環境の整備 

・風通しのよい職場づくりの推

進 

・長期休業中に年次休暇を計画

的に取得することができてい

る。 

・ワーク・ライフ・バランスの

意識が高まっている。 

・家族の介護や育児のための休

暇を取得する職員が増えてき

ている。 

 

・各種休暇制度を上手く活用

し、休暇を計画的に取得する職

員が増えている。 

・学校評価において、職員の７

割近くがワーク・ライフ・バラ

ンスを意識して、職務に取り組

んでいることがわかった。 

・年間１０日以上の年次休

暇の取得率が３割程度に

留まっている。 

・職員間の協働体制の構築

により、休暇の取りやす

い職場づくりに取り組ん

でいく。 

 


